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　同窓の皆様には、日頃より本校の教
育活動に御理解と御協力を賜り、心よ

り感謝申し上げます。生徒に恵まれ、保護者や同窓会・
後援会・地域の方に恵まれ、職員にも恵まれ、感謝の気
持ちで仕事をさせていただいております。引き続き、皆様
と力を合わせて、本校を盛り立てていきたいと考えていま
す。どうか、よろしくお願いいたします。
　1900（明治33）年に産声をあげた本校は、2000（平
成12）年に100周年記念式典を挙行しています。千年紀

（ミレニアム）の考え方でいえば、千年に一度の区切りの
年に100周年を迎えたわけです。この年は、シドニーオリ
ンピック女子マラソンで、高橋尚子氏が金メダル、白川英
樹氏にノーベル化学賞が贈られ、「IT革命」が流行語大賞
を獲得していました。ちなみに千年前、1000（長保２）
年には、藤原定子（藤原道隆の娘・『枕草子』の作者清少
納言が仕えた）と藤原彰子（藤原道長の娘・『源氏物語』
の作者紫式部が仕えた）がそれぞれ一条天皇の皇后・中
宮になっていて、この後藤原道長・頼通父子による摂関政
治全盛期を迎えます。
　さて、目の前に生徒会誌「鶴友」36号2000がありま
す。100周年を迎えたこの年、当時の梶原紘一校長先生
は、巻頭文の中で次の３点を生徒に語りかけています。
１　 地域や郷土とのかかわりの大切さ、熱心な誘致運動

により設立された大高
２　 「不易と流行」　歴史と伝統を守り、一方で社会の変

化に柔軟に対応する姿勢
３　 現在の自分を見つめ、未来を展望し、自分の在り方

を考えよう 以上要約

　今年度も『大中至正』の校訓のもと、学校教育目標とし
て『至誠純真』『進取向上』『自主協同』を掲げ、学校運
営に取り組んでいます。具体的には、「心の教育」を第一の
柱として、「目指す生徒像」として次の７点をあげています。
　１　 向上心を常に持ち、学習や特別活動、部活動等に

取り組む生徒
　２　困難に負けずに、自分の道を切り開いていく生徒
　３　他者を尊重し、思いやることのできる心豊かな生徒
　４　 地域を愛し、様々な活動を通じて、地域に貢献で

きる生徒

　５　 自身を理解し、様々な場面で堂々と的確に自己表
現できる生徒

　６　チャレンジ精神に溢れる生徒
　７　「ありがとう」と素直に言える生徒
　十数年前に、大先輩である梶原校長先生が語りかけた
ことを、微力ながら引き継いでいると確信し、おおいに勇
気をいただいたところです。

　また、同「鶴友」には、修学旅行のことも掲載されてい
ます。それによれば、
１　創立当時　 初代校長の「県外には出さない」という

方針の下、九十九里浜を徒歩
２　大正時代　箱根方面　 早朝４時に学校集合　茂原駅

まで徒歩　その後汽車
３　戦　　前　昭和10年　伊勢神宮・鳥羽・奈良方面
　　　　　　　昭和15年　前白根山登山の夏期鍛錬旅行
４　戦　　後　昭和24年　 戦後第１回　伊勢・奈良・京

都　その後は、広島・京都が
長く続き、長崎方面→沖縄方
面→長崎方面（27年度予定）

　上記がすべてではありませんが、いつの時代でも、世
の中が変わっても、修学旅行は心ときめくものです。それ
ぞれの時代を背景とし、大高生は旅立っていったのでしょ
う。皆様には、どのような思い出が残っていますか。
　同窓の皆様には、地域を中心に様々な場面で、後輩を
サポートしていただければ幸いです。皆様と連携して、家
族を愛し、母校を愛し、地域を愛し、社会に貢献できる
すばらしいハートを持った大高生の育成に取り組んでいけ
れば最高です。
　そのためには、説明責任も果たさなければなりません。
折に触れて、大多喜高校の情報を広く発信し、皆様の御
理解・御協力が得られますよう努力していきます。私も本
校ホームページの「校長室だより」なるサイトで、生徒の
活動を中心に、学校の様子をお伝え続けています。キー
ワードは、一貫して「応援してるよ！大高生」です。どう
か、本校ホームページを御覧ください。
　終わりに、同窓会がますます発展し、今後も本校から
多くの有為な人材が輩出されることを祈念して挨拶とさせ
ていただきます。 

「讃えよ永遠に　われらが母校」（大高校歌３番より）� 千葉県立大多喜高等学校長　 石川　和之
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同 窓 生の声
名　　前　　今井　富雄（昭46高）
現在の職業　　㈱千葉教弘　代表取締役
主な経歴　　千葉県教育庁東上総教育事務所
　　　　　　管理課長・次長
　　　　　　茂原市立本納小学校長
　　　　　　白子町立白潟小学校長
　　　　　　茂原市立茂原小学校長

テーマ「これからも人のために自分のために」
１．はじめに…南三陸町の皆さんから学んだこと
　震災から半年後の2011年９月24日。私は、茂原市内の
中・高校生を交えた茂原市民13名と一緒に被災地である
宮城県南三陸町を訪れた。歌津地区伊里前でバスから降
り、あの津波被害の光景を目の当たりにした。目を疑い言
葉を失った。
　私は、被災された方々や現地小学校長から当時の様子
や避難場所を見聞きすること、地元の小中学生と交流し、
少しでも元気になって欲しいとの企画に参加したのであ
る。更に、勤務していた茂原小学校の子どもたちからのメ
ッセージや千羽鶴を被災した学校の子どもたちに届けたい
という願いも持ち合わせていた。
　現地では、苦しみ悲しみを乗り越えようと気丈に振舞う
人たちや、みんなのためにと県外の支援者宅まで食料品
を受け取りに向かうリーダーの人たちに、今の自分の非力
さを感じた。特に、私が一番心を痛めたのは、仮設住宅
に住む母親から、「子どもたちは、誰にも会いたがってい
ないよ。話なんてないさ。」と口を閉ざしていることを告げ
られたことである。「偽善のために来たのではない。」と、
どこかに言い訳をしたくなる自分がそこにいたことを今で
も忘れずにいる。しかし、ミニ運動会や流しそうめん、風
船飛ばしに参加した子どもたちや親御さんらから笑顔がこ
ぼれていたことがせめてもの救いであった。
２．人を思い、人とともに生きる心を
　私は、千羽鶴を届けてから、勤務校の廊下に掲示板を
設けたり、校内放送を活用したりして、被災地の様子や被

災地の子どもたちのメッセージを伝え続けた。茂原市内の
有志が南三陸町の子どもたちを「茂原の七夕」に招待した
時には、児童会役員や、児童会担当者、若い先生方と共
に学校に七夕の飾りを付け、冷房の利く図書室に招いて歓
迎の言葉を述べるなど、できる限りの歓迎体制を整えた。
　直接的に震災被害がなかった私たちは、歳月が経つに
つれ震災の記憶が薄れてしまいがちである。また、「被災
地の方々の今の生活は、非日常の生活が日常化している」
ということも忘れてしまいがちである。私たち教職員は、
常に私たちと被災者（地）と心のつながりを保ち、復興に
向けて共に歩むことを教えてきた。
３．南三陸町の方々への支援を続けて
　私たち大人も、震災の記憶が薄れてきていることを危惧
している。退職して今２年目を迎えた私は、ささやかなが
ら、私のできる被災地支援として、南三陸町歌津福幸（復
興）商店街で販売されている商品（例えば、さんまの醤油
煮・ピリ辛煮、おつまみ昆布、カリカリわかめ等）を、友
人や地域の方々に購入してもらっている。どれも皆さんに
も喜んでいただきながら、支援をいただいている。大高
OBの皆さんも、是非支援にご協力をお願いしたい。連絡
をください。
４．終わりに…ボランティア活動を通して
　「自分の命は自分で守る」ことを教えたい。これは私が
40代後半から子どもたちの指導に心がけてきたことであ
る。大震災で「命でんでんこ」の言葉とともに誰もが口に
するようになった言葉である。震災前までは、交通事故、
水難事故等から身を守るための「先見性」を身につけるこ
との大切さや、「自分がけがをしたのでは、人を助けること
もできない（共助）。という自覚を持って常に行動する」こ
との大切さを学んで欲しいと願ってきた。退職後は、高い
確率で発生するであろう地震や津波災害から、私たちが

「自分の命は自分で守る」ために今できることの啓発活動
に取り組んでいる。防災士や千葉県災害対策コーディネ
ーター、また地元消防本部から応急手当普及員として認
定を受け、地域や小中学校に自助・共助の大切さを広め
たいと微力ながらボランティア活動を始めている。

　平成25年度の同窓会総会で、副会長
に選出された加藤茂範（昭和44年度卒
業）です。

　私が高校生の頃、日本経済は高度成長期で、「物質的
豊かさ」が至高の価値として追求されていました。反面、
物価高・公害・「過疎過密」・大学紛争等の諸問題が顕在
化していました。40年余後の現在、あらゆる面に渡るグロ
ーバル化の進展により日本の社会構造や生活意識に、大
きな変化が生じています。「10年一昔」が「１年一昔」の
感がするほど変化の激しい現代です。
　どんなに時代が変化しようとも、学校の役割は普遍で
す。
　教職に就き、母校に２回勤務した経験から申し上げれ
ば、大高生は、実に真面目・純朴で、将来の目標に向けよ
く努力している姿が印象に残っています。人材育成に適し
た自然環境、地域や家庭の教育力の高さも加わり、伸張

度が大きいのが大高生であると実感しました。
　母校は創立以来110年を超えました。一つの組織体が
１世紀を超えて存続することは、その過程において関係
各位の大変な努力があったと思います。地域の教育への
熱い期待がそれを支えました。
　現在、夷隅郡市を含む太平洋岸の地域は、「少子化」
が顕著です。学校種を問わず「統合」が行われています。
10年前、夷隅郡市に高校は６校ありました。その後、「統
合」が進み平成27年度には、高校が２つになります。
　「母校が存続し、発展すること」、これは世代の相違を
問わず同窓生共通の願いだと思います。　
　同窓会の主な目的は、母校の支援と同窓生相互の親睦
を深めることです。微力ですが、他の同窓会役員と協力し
ながら、尽力したいと思っています。同窓生の皆様のご協
力を切にお願いする次第です。また、毎年10月には同窓
会総会が開催されます。ご出席いただけましたら幸いです。

副会長に選出されて� 千葉県立大多喜高等学校　同窓会副会長　 加藤　茂範
（昭44高）
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 大多喜支部

　大多喜支部通常総会が平成26年５月21日に林教頭先
生、竹山同窓会事務局長をお迎えし、会員40名の出席を
得て開催されました。
　通常総会は次第に添って事業報告、決算報告、新年度
事業計画（案）、新年度予算（案）が審議され、原案どお
り承認されました。
　新年度事業計画については、通学の要「いすみ鉄道支
援策」から「大多喜高校通学路への植裁事業」、更には

「ゴルフ大会等、会員間の親睦（案）」が熱心に審議され
ました。特に自由テーマは、大多喜支部規約第２条「本支
部は会員相互の親睦と調和を高め、母校及び同窓会の発
展、並びに地域の発展に寄与することを目的とする。」と

なっているが、最近は大多喜高校の教職員そして生徒の
姿に学ぶことが多いとの話題で終始しました。
　教職員の皆さまは卒業生に対しても親身になって相談を
受け、時には積極的な声掛けがあります。生徒は訪れる
観光客を始め、道行く人に笑顔で挨拶する姿があります。
更には大多喜高校校庭（大井戸・薬医門見学）を訪れる
観光客にわかりやすく大多喜町の歴史を説明する等、生
徒・教職員一体となった自然な「おもてなし」に「こんな
気持ちの良い町は初めてです。」、「また来たくなりました。」
等、賞賛の声が数多く聞かれるようになりました。大多喜
高校は「文武両道」、「質実剛健」の理念に加え、地域愛
と心の教育が全体的に行き届いてきたことを痛感しながら
母校の「誇り」とできる限りの支援を約束し、支部総会が
終了いたしました。

 女子高支部

 女子高支部長　櫻井　榮子
・日　時　平成26年５月25日（日）
・場　所　大多喜高等学校
　女子高支部では５月25日（日）に大多喜高校会議室にて
石川和之校長、竹山亮宏同窓会事務局長、鈴木基悦先生
を来賓としてお迎えし、40名の出席を得て総会を開催しま
した。
　石川校長先生より平成16年に統合してから、生徒、先
生、地域に恵まれ気持ちよく勤務させていただいている。
学校の応援団長として部活動等の応援に努めているとのお
話しがありました。事務局竹山先生からは、今年度より事
務局長となられたこと、進路指導、学習指導、部活動等
学校の現況について報告がありました。また今年は、大多
喜女子高校に長く勤務された鈴木先生にも出席いただき、
女子高時代の思い出話しを聞きました。
　総会では25年度事業報告、決算の承認等、26年度事
業計画案、予算案、役員改選について審議され原案どお
り承認されました。午後のアトラクションでは昨年と同様に

「アコーディオンいちはら」の皆さんによるアコーディオン
演奏と同窓生の清水栞さんに独唱をお願いしました。アコ
ーディオン演奏にあわせての合唱。季節にふさわしい選曲
に楽しいお話しと笑いあふれる歌声となりました。清水さ
んの美しい歌声にうっとりと耳を傾け、ミニコンサートでは
アコーディオンの音色をじっくりと聞き、なごやかな雰囲
気の一時でした。思い出話しに花を咲かせ来年新緑の中
での再会を楽しみに散会しました。

 サッカー部OB会

第13回大多喜町近隣少年サッカー大会
　12月14日（土）、大多喜町海洋センター多目的広場で、
第13回大多喜町近隣少年サッカー大会が開催されました。
　この大会は、子どもたちにスポーツ実践の機会を与え、
体力・技術の向上とスポーツの高揚などを目的に、大多喜
高等学校サッカー部OB会が毎年開催しているものです。
　今大会は、夷隅郡市内から16チームが参加し熱戦が繰
り広げられました。
　大勢の保護者が見守る中、選手たちは一生懸命相手コ
ートに攻め入り、とても緊迫したゲーム展開となりました。
　優勝決定戦に駒を進めたのは、前大会を含め過去４回
の優勝を誇る王者大原FCを２回戦で破った御宿FCと年々
チーム力をつけてきた東海FCが対戦し、両チームともに譲
らず、試合はPK戦にもつれ込みました。

　その結果、４対３で御宿FCが大会初優勝を飾りました。

試合結果
　優　勝　御宿FC
　準優勝　東海FC
　３　位　長者FC

支部・ＯＢ会だより

千葉県立大多喜高等学校同窓会　女子高支部
第11回総会　平成26年５月25日
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42号

平成25年度 同窓会総会報告
１ 収入支出対照表  

収入総額 支出総額 残　　額 説　　明
5,398,264円 2,361,706円 3,036,558円 翌年度へ繰越

２
収
入
の
部

科 目 予 算 額 決 算 額
比　　　較

説　　明
増 減

繰 越 金 2,880,840円 2,880,840円 0円 0円 平成23年度繰越金
会 費 0円 0円 0円 0円
入 会 金 940,000円 925,000円 0円 15,000円 5,000円×185名
賛 助 金 2,000,000円 1,530,120円 0円 469,880円 同窓会報発行賛助金
雑 収 入 500円 62,304円 61,804円 0円 寄付金・預金利息

計 5,821,340円 5,398,264円 61,804円 484,880円
３
支
出
の
部

科 目 予 算 額 決 算 額
比　　　較

説　　明
増 減

会 議 費 250,000円 21,043円 0円 228,957円 総会補助、役員会費
運 営 費 150,000円 64,228円 0円 85,772円 事務費、通信費
活 動 費 600,000円 461,930円 0円 119,920円 支部活動費、旅費等
広 報 費 2,000,000円 1,814,505円 0円 185,495円 同窓会報発行代
雑 費 80,000円 0円 0円 80,000円 慶弔費
予 備 費 2,741,340円 0円 0円 2,741,340円

計 5,821,340円 2,361,706円 0円 3,441,484円
１ 収入支出対照表

収入総額 支出総額 残　　額 説　　明
1,793,939 円 0 円 1,793,939 円 翌年度へ繰越

２
収
入
の
部

科 目 予 算 額 決 算 額 比較（減△） 説　　明
繰 越 金 1,793,939 円 1,793,939 円 0 円 平成23年度繰越金
雑 収 入 500 円 287 円 △ 213 円 預金利息

計 1,794,439 円 1,794,226 円 △ 213 円
３
支
出
の
部

科 目 予 算 額 決 算 額 比較（減△） 説　　明
繰 出 金 0 円 0 円 0 円
予 備 費 1,794,439 円 0 円 1,794,439 円

計 1,794,439 円 0 円 1,794,439 円

● 

一
般
会
計 

●

● 

特
別
会
計 
●

平成24年度 同窓会決算報告書

監　査　報　告　書
諸帳簿並びに証拠書類を精査したところ、適正であることを認めます。
　　　　　　　平成25年８月６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

監　事
　　酒　井　多　門　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　雅　文　㊞

　４月17日、ポートプラザ千葉を会場に、
20名の同窓生が出席して、平成26年度の経
友会総会が開催されました。
　経友会は当初、主として千葉地区周辺に
居住する同窓生が、母校の支援と会員相互
の親睦を目的に発足しました。現在は、総会
と年２回（春・秋開催）のゴルフコンペを実
施しております。コンペは、母校近くのゴル
フ場を会場に行われ、現在までに60回を超
えております。本年度の総会では、10年あ
まり会長を努めた野口幸雄さん（昭和32年
度卒）に替わり、引田紘一さん（昭和33年度
卒）が会長に選出されました。野口さん、長
い間ご苦労様でした。
　同窓生のゴルフコンペ参加を歓迎いた
しますので、連絡をお待ちします。

平成26年度経友会総会開催

連 絡 先

　　会　長　　引田　紘一（33年度卒）
　　　　　　　　090-2458-2957
　　幹　事　　秋田　幸一（46年度卒）
　　　　　　　　090-3217-9493
　　幹　事　　太田　雅彦（58年度卒）
　　　　　　　　090-8872-1912
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45号

部活動状況　

男 女 計
柔 道 ９ ０ ９
剣 道 20 15 35
陸 上 競 技 16 14 30
弓 道 22 26 48
野 球 34 ６ 40
ソ フ ト テ ニ ス 17 10 27
バ レ ー ボ ー ル 12 21 33
バスケットボール 11 12 23
サ ッ カ ー 21 ２ 23
卓 球 ８ ８ 16
生 物 19 ０ 19
美 術 ３ 20 23
書 道 ０ 20 20
マンドリンギター ６ 18 24
演 劇 ２ ７ ９
英 語 １ 15 16
吹 奏 楽 ２ 24 26
茶 道 ０ 19 19
華 道 同 好 会 ０ 17 17

平成26年　第38回全国高等学校総合文化祭
美術・工芸部門　　柳　　亜夢（３Ａ）
　　　　　　　　　石井　光希（３Ｃ）
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平成25年度進路状況報告 進路指導主事　佐藤幸生

種別
性別

大学 短大
専門学校

就職
浪人・他 合計

国公立 私立 国公立 私立 民間 公務員
男 ２ 48 ０ ２ 17 ２ ２ ６ 79
女 ２ 40 ０ ６ 23 ４ ０ ５ 80
計 ４ 88 ０ ８ 40 ６ ２ 11 159

2014年度入試を振り返ると・・・・

　今春は18歳人口が前年の123万人から約５万人減少し118万人となりました。率にすると４％の減少です。これに伴っ
て、大学志願者数も前年の68万人から66万人へと約２万人減少した見込みです。１月に実施されたセンター試験の受験
者数も、前年から約１万１千人減少（前年比98％）しました。
　入試の傾向としては、理系生の増加が続いており、理系各系統の人気の高まりが感じられます。今春は大学志願者数そ
のものが減少しており、昨年までのような理系生の大幅な増加は見られなかったものの、前年と同じ約20万３千人とな
りました。一方、文系生は前年から約８千人減少しました。ここ数年の、理系人気は継続していると見てよいでしょう。
　また、私立大ではインターネット出願や受験料割引、一度に複数の学部・学科へ同時出願できる制度などを導入する大
学が目立ちました。受験生が出願しやすい仕組みづくりは、2014年度入試においても拡大の様子がうかがえました。
　今春も大学や学部・学科の設置が多くありました。大学の新設では公立２大学、私立３大学が設置されました。近年の
傾向として、医療系、教育系の学部・学科の新設が目立ちますが、2014年度もこの系統の新設が多く見られました。とく
に看護については、全国で18校の新たな学部・学科が設置されました。
　最後に大高生の大学受験についてですが、この春大学に進学した92名のうち、一般受験によるものは26名です。一般受
験する者が少数派の時代が続いていますが、ここ数年わずかですが増加傾向にあります。また、専門学校への進学者が全
体のほぼ４分の１の40名と、例年通りの傾向でした。

昨年度の本校の進路指導の概要
（１）進路説明会〈３年〉４月

外部講師等による分野別（大学・短大・専門学校・
就職など）進路説明

（２）夏期・冬期実力養成講座授業、進学課外授業
（３）１年大学見学会（バス）　千葉大学・明治大学　７月
（４）看護体験　７･ ８・11 月

鶴舞看護専門学校、いすみ医療センター、公立長
生病院、大多喜病院、君塚病院他

（５）大学出張講義体験会　11 月
神田外語大・日本大・東邦大・女子栄養大・武蔵野
美術大・千葉県立保健医療大・帝京平成大等の講義

（６）保護者進路説明会　11 月　大学研究家　山内太地氏
　　　　　「時間と学費をムダにしない大学選び」

（７）進路講演会　12 月　千葉工大・未来ロボット技術
　　　　　　　　　　研究センター所長　古田貴之氏
　　　　　　　「fuRo 未来ロボットが世界を変える！」
（８）２年進路説明会〈２年〉12 月

大学・短大・各種専門・民間就職・公務員の進路説明
（９）進路報告会　３月　卒業生の体験談ほか

（静岡大、獨協大、神田外語大、産業能率大、植
草学園短期大、千葉県立鶴舞看護専門、 JR 東日本、
千葉県警）

平成25年度卒業生進路状況

平成25年度卒業生主な進学先
〔四年制大学〕

静岡大、都留文科大、千葉県立保健医療大、明治大、中央
大、学習院大、東京理科大、日本大、東洋大、成城大、国学
院大、順天堂大、武蔵大、国士舘大、文教大、玉川大、神田
外語大、獨協大、昭和女子大、和洋女子大、女子栄養大、千
葉工業大、工学院大、神奈川大、淑徳大、武蔵野大、帝京
大、城西国際大、敬愛大、亀田医療大ほか

〔短期大学〕
千葉敬愛短大、植草学園短大、東京経営短大、日本大学短
期大、鶴見大学短期大、國學院大學北海道短期大

〔専門学校〕
千葉県立鶴舞看護、船橋市立看護、社会保険船橋保健看
護、亀田医療技術、千葉医療福祉、国際理工情報デザイン
ほか

〔公務員・民間就職〕
JR東日本、ネッツトヨタ千葉、亀田総合病院、千葉県警、
陸上自衛隊ほか



大 高 同 窓 会 報 第18号（8）　平成26年９月発行

●平成25年 年度末人事異動

《退任された先生方》
岩瀬　守男 （地歴公民科） 平成15年より11年間 ※一宮商業高校へ再任用

手塚　幸夫（理科）平成20年より６年間 ※大原高校へ再任用

庄司　　宏（理科）平成21年より５年間 ※大多喜高校へ再任用（継続）

渡辺　清美 （嘱託技能員） 平成24年より１年間

《転任された先生方》
佐生　裕美 （事務・主査） 平成22年より４年間 ※大原高校へ

髙梨　義弘（ 臨 任 ・）保健体育科 平成25年より１年間 ※市川南高校へ

東條木綿子（ ス ク ー ル）カウンセラー 平成20年より６年間 ※鶴舞桜が丘高校、大原高校へ

《転入された先生方》
各務　　敬 （地歴公民科） 長生高校より ※再任用

早川　隆雄 （数学科）勝浦若潮高校より ※非常勤講師

米倉　一英（理科）大原高校より ※再任用

庄司　　宏（理科）本校より ※再任用

小川　一大（理科）清水高校より ※新規採用

弓能家雅宣 （保健体育科） 本校より ※再任用

森田　　仁 （保健体育科） 大原高校より

村松　久子 （家庭科）本校より ※非常勤講師

森川　文惠 （事務・主査） 東金商業高校より

石井　太秀 （嘱託技能員） ※新規採用

●異動連絡のお願い
　住所等の異動の折には郵便はがきなどで同窓会事務局
にご連絡ください。同窓会関係の郵便物が宛先不明で返
送されますと会員名簿上での住所は空欄となります。同
窓会事務局では少しでも正確な情報を把握しておきたい
と考えておりますので、ご協力よろしくお願い致します。

●原稿募集のお願い
　同期会・クラス会・OB会等を開催されましたら、会報に
掲載しますので、ご連絡をお願い致します。また、同窓生の
皆様からの寄稿をお待ちしています。あるいは、原稿をお
願いできる方をご推薦ください。

●会報維持費のお願い
　第６号より年１回の定期的発行となり、皆様方から会
報維持費として１口千円でご協力をお願いしておりま
す。昨年は、956名より1,916,940円の維持費（振込額
から料金を差し引いた金額）が送られて来ました。本当
にありがとうございました。１号発行するためには、約
180万円かかります。会報の発行は皆様の会報維持費と
広告料で成り立つものです。是非とも賛助金のご協力を
お願い致します。

●振り込め詐欺被害にご注意ください
　勝浦警察署から担当者が来校され、同窓生の親御さん、
特に50歳から70歳前後の方が被害に遭われているとのこ
とでした。

●個人情報について
　個人情報についてですが、同窓会員の情報は㈱サラト
にて一括管理されています。これは、会報の発行や名簿
作成のためです。それ以外の使用は一切行っておりませ
んのでご承知ください。

●役員名簿　

　

　　　　　　

会 　 長 山口　　登（昭37高）
副 会 長 福山　悦男（昭29高）

近藤　万芳（昭32高）
太田　　洋（昭41高）
猿田　寿男（昭42高）
加藤　茂範（昭44高）
櫻井　榮子（昭29女）
稲村千代子（昭35女）

監 　 事
（会計監査）

酒井　太門（昭41高）
渡辺　雅文（昭43高）

顧 　 問 小高　芳男（昭22中）
齋藤　萬祐（昭32高）

支 部 長
　 　 　 　

大多喜 鳥居　　浩（昭40高）
大　原 不在
勝　浦 猿田　寿男（昭42高）
茂　原 村杉　　仁（昭31高）
千　葉

（千葉大高会） 福山　悦男（昭29高）

岬 太田　雅晴（昭42高）
女子高 櫻井　榮子（昭29女）

【支部長は各支部で選出していただいています。】

事務局だより

日 時　10月26日㈰　午前11時20分〜
場 所　勝浦ホテル三日月
会 費　男性　8,000円　　女性　5,000円
　　　 お問い合わせ、お申し込みは、
　　　 下記までお願い致します。
　　　 TEL 0470−82−2621
　　　　　　　　　　　 （大多喜高校内・同窓会事務局）

平成26年度  
同窓会総会・懇親会のお知らせ

話　題
平成25年度
・ 勝浦大高会より、いすみ鉄道対策費として５万円の寄付をいただきまし

た。ありがとうございました。
・ 茂原支部より、１万円の寄付をいただきました。ありがとうございました。
・ 千葉県教育委員会より平成25年度道徳教材活用推進校として研究指定

を、文部科学省国立教育政策研究所より学習指導実践協力校として研究
指定をそれぞれ受け、10月３日に公開授業を実施しました。

・ 本校野球部が、夏の選手権大会予選の開幕戦を引き当て、QVCマリンフ
ィールドにて勝利を収めました。この様子はテレビでも放映され、大活
躍しました。

平成26年度
・ 勝浦大高会より寄付していただいた５万円をいすみ鉄道対策費として

明善祭の準備費として使用しました。
・ 千葉県教育委員会より平成26年度特色ある道徳教育推進校として指定

を受け、10月９日に公開授業を行います。
・ 本校による、いすみ鉄道への支援活動の取り組みがテレビやラジオ、雑

誌など多くのメディアに取り上げられました。今後も生徒会やいすみ鉄
道対策委員会を中心に積極的に取り組んでいきます。

・ 今年度の野球部の活躍に際し、大多喜支部より２回にわたり、合計６万
円の寄付をいただきました。ありがとうございました。

・ ６月の千葉県議会にて、本校同窓会長の山口登氏（昭37高）が第66代千
葉県議会副議長に選出されました。大変名誉あることであり、改めてお
祝い申し上げます。


